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200.中・議議会努性における務カトレーニング効薬の
綴人差と遺伝子発務の関連
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上向 }j士1、十;-j二 11斉香 j、鯵坂 1;まぺ松m
之、久 ~4f> 議

('法大学jJFibi;人!日j総合幹学研究科、ヱ筑波大学:体
背科学系)

[ 1.1的1+限、]'1'1ぢなi主動議11支をこ1ントロー jしして筋力ト

レーニングを絡しでも，その効来にはj詩人:去が~l:_じ
ることが知られている。この穏!人差の或{きiには，遺伝
子発;裂が!~j与していると考えられる。本研究では. 1::1.1 

記者の務)Jトレーニング労u栄の{起人誌と j選伝子発J}i
を絵;ヲし. トレ~.ニング効誕の{器入手字:に符速する

遺伝子を検索 ;Jたョ(;ちijJILi i%ii会男性 1~} 名 (68 エ
3~， rs 土SD)，6(トを対象に等法性遊説j

での総力トレーニングをうだ絡したむ トレ…ニングは，
1 差別にわたり週2出の磁波で実施 !Jたむ絞殺者は投
開始イヰi渓/総iIIlおよび絞関係{ql従!Jfilll!rJ長動を60皮/秒
の角速授での反復運動を2セy トをわ:った。務)Jト
レ…ニングの支J)~長{ム トレーニング前後の賎民主rfi{t!i後
筋)jの増加平により;f'Ffiliiしたむ筋力トレ…ニング終了
後i18時間以内にトレー二ング効来k.(:-~名〉と小 (2名)
の絞殺脊を対象に;三γL検(外線広務j を';)討をし，務サ
ンプ jしを得たや得られたWJ-lナンヅ jレからト…タ Jレ
RN í\を JfH 出し，りお八チァプを Jlい L て.Î1tt ii:子 1&殺の 2~
三.~調べた守 [~i古巣および考祭} トレーニング訴訟のj援
frt!Jli~筋 )J の椴 ))11半ば，効栄大の被~史認・で lô土 7% であっ
た。一一h，幼来小包名)の被話会者では5土1(}6であった。
J' ，レーニング効果が大きかった3:れの後数者に透し
て21fi1ユLのうejえを示した選伝子はヲ{惑であったかその
うち，滋能が明らかにされているjlscijぺはわずか
Tあり，その機能以転:寺;・転lItiJ時総 -J鋭ni9.i勾のシグナ

-長:}ja'{であった。，z-総務における主主力増大のメ
カニズムに民連するj立伝子はみられず， 2倍以上の発

辺道‘では検出されなかったむしかし，機能が不明の遺
伝子もあり，骨絡筋の収総.i挺進.fti彰に関連する選
法??のする fiJi'iを性も伐された。{今後の記長題}今
ITi1の研究.'C')C渓にj主いがみられた議伝子について多援

の有無を調べる。
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